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埼玉県 e スポーツイベント２０２６運営業務委託仕様書 

 

・ この仕様書は企画提案書作成用である。 

・ 企画提案競技後、県民総合スポーツ大会埼玉県実行委員会は契約候補者と

協議を行い、協議が整った場合は契約候補者の企画提案内容に合わせ仕様

書を修正のうえ、契約を締結する。 

 

１ 委託業務名 

  埼玉県 e スポーツイベント ２０２６運営業務委託 

 

２ 契約期間 

  契約締結日から令和９年３月１７日（水）まで 

 

３ 趣旨・目的 

  県民総合スポーツ大会埼玉県実行委員会（以下、「実行委員会」という。）は、

県民に多様なスポーツを楽しむための機会を提供し、スポーツに対する興味、

関心をより一層高め、地域の活性化を図るという観点から、スポーツフェステ

ィバルを実施している。 

  本イベントは県内の e スポーツの認知度向上、理解促進、普及・裾野拡大を

図るとともに、行政が取り組む諸課題へ対応するための手段として e スポー

ツが持つ多彩な可能性を県民及び民間企業、県内市町村に認識してもらうこ

とを目的に e スポーツイベント（バーチャルスポーツも含む。）を実施するも

のである。 

 

４ 埼玉県 e スポーツイベント ２０２６の概要（予定） 

⑴ 日程 

 令和９年２月６日（土）１１時～１７時 

⑵ 開催場所 

ア Ａ会場：エミテラス所沢 TOKOROZAWA e-CUBE 

      （有線ネットワーク使用可能・屋内大型ビジョン使用可能） 

イ Ｂ会場：イオンレイクタウン mori 木の広場 

      （有線ネットワーク使用可能・屋内大型ビジョン使用可能） 
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ウ Ｃ会場：イオンモール上尾 サウスコート 

       （有線ネットワーク要開通手続・屋内大型ビジョン使用可能） 

エ D 会場：モラージュ菖蒲 １F 滝の広場 

       （有線ネットワーク使用可能・屋内大型ビジョン使用可能） 

オ E 会場：グローバルソフトウェア本庄文化ホール（本庄市民文化会館） 

多目的ホールＢ 

      （有線ネットワークなし・屋内大型ビジョンなし） 

⑶ ターゲット 

  性別、年齢、国籍、障害並びに e スポーツの経験の有無などに関わらず、

全世代を対象とする。 

⑷ 成果目標 

ア 集客数：５会場合計 15,000 人以上 

イ 動画再生回数：６．０万回以上 

⑸ 使用タイトル候補 

以下のタイトルを参考に、ターゲットに訴求できるよう複数のタイト

ルを組み合わせる。 

ア FORTNITE 

  ※Unreal Engine を活用したプログラムを含む。 

イ オーバーウォッチ２ 

ウ ストリートファイター６ 

エ 太鼓の達人 

オ ぷよぷよｅスポーツ 

カ バーチャルサイクリング（FulGaz、Rouvy、Kinomap など） 

⑹ 出演者 

 本事業の目的に対して効果的な者を選定するとともに、A～D会場ごとに、

次の役割を果たす者（以下、「出演者」という。）をそれぞれ確保すること。 

 なお、出演者の選定にあたっては、SNS フォロワー数や配信動画再生回数

が多い方などから選定すること。 

ア MC（イベント全体の司会進行） 

イ ゲーム実況者（ただし、アがイの実況を兼ねることも可能とする。） 

ウ タレント（ｅスポーツに関心の低い県民でもイベント参加意欲を惹起す

る知名度のある著名人） 
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エ プロｅスポーツ選手又はストリーマー（４⑺ア及びイで実施するｅスポ

ーツタイトル数に応じて選定し、ｅスポーツに関心のある層の集客を担

う。） 

※ ア～エの役割を満たす人選であれば、上記の人数によらないことも可能

であるが、この場合は、実行委員会と協議の上、決定する。 

※ コンビやグループの場合、２人以上であっても１組と数えること。 

※ E 会場については、別紙を参照すること。 

⑺ イベント構成 

ア e スポーツ大会等（A～D 会場） 

 以下のとおり大会・エキシビションマッチを実施する。 

（ア）大会（一般参加型） 

 ・ 各会場及びオンラインから参加できる大会を開催する。 

 ・ 大会への参加意欲が高まるよう、優勝賞品を工夫するなどの仕掛け

を行う。 

 ・ 各会場からの参加については、出演者のみとすることも想定するが、

オンライン参加については、一般参加者を必ず含める。 

 ・ 試合形式などの詳細なレギュレーションや応募方法は実行委員会と

調整の上、決定する。 

（イ）エキシビションマッチ 

 ・ 各会場において、配信にも適したタイトルを使用し、エキシビショ

ンマッチを開催する。 

 ・ 出演者が一般参加者と対戦するなど、イベントでしか見られないコ

ンテンツを創出する。 

イ ステージイベント（A～D 会場） 

 原則各会場で、出演者を交えたステージイベント（トークセッション、

プレイ体験、プレイ解説など）を開催する。当該イベントでは、一般参加

者と出演者との交流する場を創出する。ア（イ）に含めて実施することも

可能とする。 

ウ e スポーツ体験会（A～D 会場） 

  各会場で、ｅスポーツ未経験者や初心者を対象とした、ｅスポーツ体験

会を開催する。体験者には、スタッフが操作方法やルールを丁寧に教える

ことで、イベント終了後もｅスポーツをプレイしたいという気持ちを醸成
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する。 

  体験会タイトルは各会場少なくとも４以上用意する。なお、フォートナ

イト及びバーチャルサイクリングは、いずれの会場でも体験できるように

する。ただし、IP ホルダー（知的財産権保持者）との調整が不調により当

該タイトルが使用できない場合には、他のタイトルの実施も含め実行委員

会と協議すること。 

  また、各会場において常時６組以上が体験できるように用意する。ただ

し、会場のキャパシティや他イベントとの兼ね合いなどの都合で困難な会

場がある場合は、実行委員会と協議の上、組数を決定する。 

エ その他 

（ア）E 会場 

   本庄市が企画するｅスポーツを活用したイベントを実施する。実施に

あたっては、別紙を踏まえて企画を検討し、本庄市及び実行委員会と協

議して効果的な運営を行う。 

（イ）A～E 会場 

   ｅスポーツが社会課題を解決するために効果的な手段であることを

示すパネルを、具体的な事例を掲載して作成し、会場内で展示する。事

例の掲載にあたっては関係者と必要な調整を行うこと。 

⑻ 会場間の連携 

 ア A～D 会場 

  会場間の対戦など、ネットワークを活用し、連携したイベントを行う。 

 イ E 会場 

  本庄市の高齢者のフレイル予防に関するイベントの様子を中継し、A～

D 会場の大型ビジョンで放映してその効果を説明・周知することで、社会

課題解決の可能性を示す。中継する内容については、別紙の本庄市の意向

を踏まえるとともに、本庄市及び実行委員会と協議の上、決定する。 

⑼ 配信（A～D 会場） 

 大会や会場の様子を YouTube 又は Twitch など効果的に発信できる媒体

により配信を行う。 

 本配信の他に、ミラー配信を組み合わせ、幅広い層に視聴されるとともに、

より多くの視聴者を獲得するよう出演者を活用した広報を行うなど仕掛け

を行う。 
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 配信については、原則、アーカイブとして、イベント終了後も削除しない

よう配信者と調整する。なお、権利関係等の都合により調整が困難な場合で

あっても、少なくとも１年間は削除しないように調整すること。 

 

５ 委託業務の内容 

⑴ 業務管理 

ア 基本方針の策定 

  本業務全体の運営に係る基本的な方針、開催における成果目標等の実施

計画、広報計画を策定し、契約締結後、速やかに実行委員会に示すこと。 

イ 体制整備 

（ア） 本業務を実施するにあたり、業務に精通した責任者（以下「業務責

任者」という）、及び業務責任者とは別に実行委員会との連絡・調整の

窓口となる担当者（以下「連絡調整担当者」という。）を定めた上で、

業務実施体制を明らかにすること。 

（イ） 業務責任者は、連絡調整担当者、スタッフを統括、指導、支援する

ことができる知識、経験、マネジメント能力等を有し、本業務を企画・

運営・統括すること。その他業務上必要と思われる業務に従事するこ

と。 

（ウ） 連絡調整担当者は、実行委員会との連絡調整、進捗状況に関する報

告、その他業務上必要と思われる業務に従事すること。 

（エ） 実行委員会が業務の進捗状況や業務内容について支障があると判断

した場合、実施体制を含め速やかに対応策を検討すること。 

ウ スケジュール作成 

   契約確定後から契約期間終了までの業務スケジュールを契約締結後、速

やかに示すこと。 

エ 業務の進捗管理 

 業務スケジュールに基づき、進行管理を行うこと。 

 受託期間中は定例ミーティングを原則月２回（隔週）開催し、進捗の報

告や検討事項を委託者へ報告・提案し、指示を仰ぐこと。また、定例ミー

ティングの前日までに議事及び資料を提出し、実施後は速やかに議事録を

作成の上、実行委員会へ提出すること。 

オ 実績報告書の作成・提出 
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  イベントの実施結果をとりまとめるとともに、評価・検証を行い、課題・

解決方法等を記載した報告書を作成すること。 

⑵ 企業版ふるさと納税・協賛等について 

  契約締結後、以下のア・イの実施対象企業を一覧表にして速やかに示すこ

と。また、進捗状況を、定例ミーティングで使用する際の資料に含めて報告

すること。 

 ア 企業版ふるさと納税について 

  本業務は、埼玉県のまち・ひと・しごと創生寄附活用事業（地方創生応

援税制、企業版ふるさと納税）に基づくものであることから、本業務の企

画が充実するよう、埼玉県に対し企業版ふるさと納税による寄付をいただ

くことについて、県外企業との調整を行うこと。 

  寄付が行われた場合には、契約金額を増額させる契約変更が可能である

ことから、イベント内容を充実させた企画を追加立案すること。なお、寄

付金額が１５５万円以内であれば、少なくとも寄付金額と同額を本事業の

予算とし、変更契約することが可能であることとする。 

 イ 協賛について 

  本イベントの趣旨を逸脱せず、企画内容の充実を図ることを目的に、企

業協賛を得て事業規模を拡大し事業費に充てることができるものとする。

協賛を募る場合は下記条件を満たすこと。 

（ア） 協賛を募る場合は実行委員会の許可を得ること。 

（イ） 広く募集すること。 

（ウ） 協賛内容は、資金、物品などを原則とすること。ただし、イベント

当日の人的支援も可とする。それ以外の提案があった場合は、実行委

員会と協議の上、決定すること。 

（エ） 協賛内容に応じた露出等の条件は実行委員会と協議の上、決定する

こと。ただし、イベント名称に協賛事業者名等を付記することはでき

ないこと。 

（オ） 協賛を希望する事業者には、実行委員会と書面で合意形成を図ると

ともに、実行委員会が指定する期日までに、資金協賛の場合は実行委

員会指定口座への振込を行い、物品協賛の場合は協賛物品を納品させ

ること。 

（カ） 協賛の条件として企画の提案があった場合は、実現に向けた調整を
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行うこと。その場合、４⑺ア～エのイベントを活用することも可能と

する。 

（キ） 協賛金の取扱いについては、実行委員会と受託者との間で別途定め

ることとする。 

（ク） 予定した規模の協賛が確保できなかった場合、既に企画を公表して

いるなど企画の中止が困難な時には、自己の責任において当初企画を

確実に実施すること。 

⑶ イベントの企画・運営 

ア 上記３の趣旨・目的に沿って、上記４のイベントを企画し、運営するこ

と。 

イ 全ての会場でｅスポーツに親しめることができるようなイベントを企

画すること。 

ウ 運営マニュアル及び台本を作成する。原案はイベントの２週間前までに

委託者に提出すること。運営マニュアルには、スケジュール、役割分担、

業務手順、緊急時の対応想定等を記載すること。 

エ イベント実施内容や運営マニュアル等は事前に実行委員会及び本庄市

の確認を得ること。 

オ イベント会場の安全かつ円滑な運営を図り、会場内の警備（出演者であ

るプロｅスポーツ選手等の警備含む）、巡回、来場者の案内・誘導・呼び

込みを行うため、各所に適正な人員を配置すること。 

カ 円滑かつ適切に４⑺のイベントを進行できるよう、業務スタッフに対し

て研修等の教育を行うとともに、当日の配置管理を行うこと。なお、業務

スタッフの協賛があった場合は当日配置することも可能とし、実行委員会

が、直接企業から人的支援の協賛を受けた場合も同様とする。 

キ ボランティアスタッフを配置する場合は、予め委託者と協議すること。 

ク 大会やエキシビションマッチには優勝者等に副賞として賞品を原則用

意すること。出演者に関連する賞品など、一般参加者に喜ばれるものや記

念になるものを検討すること。 

ケ タイトルを所有する IP ホルダーとの調整を行い、イベント開催に必要

な使用許諾等の権利について同意を得ること。 

コ 大会等の参加者を事前に募集する場合には、応募フォームの作成、応募

者管理をすること。 
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サ 受託者は、本委託契約業務の実施に当たり、関係法令、条例及び規則等

を十分に遵守すること。 

シ 追加で実施可能な企画があれば実行委員会に提案すること。特に、参加

者の満足度が上がるもの、埼玉県の魅力を感じることができる企画につい

て、検討すること。 

⑷ イベントで使用するオリジナルマップ・コース作成 

 ア フォートナイト 

埼玉県を代表する観光スポットや名所、景観などを、原則１か所以上模

したオリジナルマップを作成すること。当該マップについて、大人向けプ

レイルールの他に、小学生もプレイできるようルールを設定し、イベント

で使用すること。ただし、IP ホルダーとの調整が不調により当該タイトル

が使用できない場合には、他のタイトルを使用しての実施を含め実行委員

会と協議すること。 

 イ バーチャルサイクリング 

埼玉県を代表する観光スポットや名所、景観などを感じられる道路（自

転車道）を撮影し、必要な情報を付加の上、バーチャルサイクリングアプ

リにオリジナルコースとして１コース以上、登録すること。当該コースに

ついては、イベントで使用すること。２コース以上作成する場合、うち１

コースは紅葉など季節感のある道路を撮影すること。 

※ ア・イについて、過年度リンクフェスを実施した際に作成したオリジナ

ルマップ・コースと場所が重複しないようにすること（川越の町並み、秩

父宮杯埼玉県自転車道路競走大会コース、深谷駅、ところざわサクラタウ

ン、忍城・水城公園（行田市）、聖天山（熊谷市）、草加松原）。 

⑸ 会場・運営機材 

 ア 会場 

（ア）会場使用料の負担 

 イベント実施に係る会場使用料、および付帯設備使用料は受託者が負

担すること。前日設営が必要な場合にも同様のこと。 

（イ）施設管理者との会場使用に関する諸調整 

 イベントの実施に関して施設管理者およびほかの施設使用者と必要

に応じて諸調整を行うこと。現地調査が必要な場合は対応すること。 

（ウ）控室の確保 
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 必要に応じて、出演者の控室を確保すること。 

（エ）行政機関との調整 

 イベントの内容に応じて必要となる施設及び設備に関する建築基準

法、消防法をはじめ各種関係法令等の調整を行うこと。 

（オ）その他 

a 協賛企業がブース出展する場合、協賛企業と調整を取った上で、会場

設営を行うこと。 

b Ａ会場については、デジタル人材の育成に係るイベントの実施が別

途予定されているため、当該デジタル人材育成イベント及び本イベン

トが共存するよう、調整・運営すること。 

イ 会場装飾（A～D 会場） 

（ア） 各会場には、イベント参加者の観覧用にスクリーン又は大型ディス

プレイを用意すること。ただし、会場に備え付けてある大型ビジョン

を使用することで代用できる場合は、この限りではない。 

（イ） 遠くからでもイベントの開催が認識できるよう、立体的に装飾を行

うこと。  

（ウ） 会場の最寄り駅や駐車場からの導線に、イベント周知及び案内のた

めに屋内・屋外にイベントサイン（看板）の設置またはデジタルサイ

ネージへの投影について、実施できるよう管理者と調整すること。イ

ベント目的の参加者だけでなく、イベント参加目的でない施設来場者

も、イベントの様子が気になるよう仕掛けをすること。 

（エ） ＭＣ席前面に設置するキービジュアルを掲載したボードを製作する

こと。ボードには協賛企業の紹介を含めること。電子機器を活用して

表示することも可能とする。 

    ＭＣバックボードを製作すること。会場のデジタルサイネージへの

表示に代えることも可能とする。 

（オ） 企画内容を踏まえ、臨場感が味わえ、回遊性が高く、来場者が安心

かつ楽しめるレイアウト・装飾とすること。 

（カ） 上記装飾物の設置および撤去を行うこと。 

ウ 運営機材 

（ア） 機材の設営と撤収 

 a ゲームプレイ用機材、中継用機材、実況用機材を手配すること。 
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（a） 参加者が使用するゲーミングＰＣは、JeSU（一般社団法人日本 e

スポーツ連合）などが主催する e スポーツ大会やイベントで使用

しているゲーミング PC を基本とし、Ａ～Ｄ会場に必要な台数を

用意すること。ただし、体験会用の機材は必ずしもこの限りでは

ないこと。 

（b） 体験会用のタイトルについて、ゲーミング PC でプレイできない

タイトルを採用する場合は必要なデバイスを用意すること。 

b 会場のインターネット回線設備について事前確認を行い、イベント

実施に必要な通信環境を整えること。通信環境の整備に必要な費用は

受託者が負担すること。 

c 上記機材の搬入、設営、設定、撤収および会場の原状回復を行うこと。 

ｄ 上記機材の運営に係るリハーサル（各会場における機材・通信環境

の確認だけでなく、５会場間の通信環境の確認を含む）は、イベント

前日までに行い、実行委員会の確認を得た上で、完了すること。 

e E 会場については、１２月末日までに、通信環境を整え、外部と通信

が取れる状況になっていることについて実行委員会の確認を取るこ

と。 

⑹ 広報 

  目標集客数・目標動画再生回数を達成できるよう、事業の目的及びメイン

ターゲットを踏まえ効果的な広報を企画・実施すること。制作したデザイン

は、実行委員会又は埼玉県が行う広報に活用することがあるため、納品する

こと。 

 ア イベントタイトル（サブタイトル）の考案 

 イ ＳＮＳ等を活用した事前ＰＲ 

    SNS・WEB 広告、専門メディアによる紹介、ゲスト出演者・インフル

エンサーによる投稿など、ターゲットへの効果的なＰＲについて提案す

ること。 

 ウ キービジュアルの作成及び活用 

    イベントを周知するため、イベントコンセプトに合致するキービジュ

アルを作成すること。 

    ｅスポーツのイベントであることを想起させるものとし、各種広報物

に活用すること。 
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  エ チラシ・ポスターの作成・発送 

    各会場の出演者をメインにしたものを作成すること。 

    原則、イベント当日の２～４週間前までに、配架先へのチラシ、ポスタ

ーの着荷を終えること。 

    A～D 会場については、会場におけるデジタルサイネージを活用したＰ

Ｒを原則行うこと。 

 オ 特設ページの作成 

    イベント特設ページを令和８年１２月１８日（金）までに開設すること。

ページにはイベント概要を掲載するとともに、閲覧者の来場意欲や視聴

意欲が高まるよう、人物とゲームの要素を入れｅスポーツのイベントで

あることを想起させることや、イラスト調のデザインとすることなど、デ

ザインを工夫すること。加えて、意匠権・著作権・商標権等他者の権利を

侵害していないことを確認すること。 

 カ 写真・動画 

    事後ＰＲとして、実行委員会や埼玉県がイベントの写真や動画を活用

するため、イベントの様子について写真及び動画を撮ること。 

    写真については、明暗の調整など必要な編集を行った上、納品すること。 

    動画については、アーカイブ配信として使用するものの他、イベントの

紹介用に３分程度にまとめたものについてＭＰ４形式（フルＨＤ）で納品

すること。 

⑺ 事務局運営 

 イベントに関する問合せに対応するため、記者発表当日までに、問い合

わせ窓口（メールや電話、問合せフォームなど）を設置すること。 

⑻ その他 

ア 本業務に係る一切の経費は、実行委員会が予約・手配したものを含め全

て委託金額に含むこと。 

イ 事故、天災又は感染症の流行等により、委託業務に著しい影響を与える

事情が生じたときは、実行委員会と協議の上、事業内容を変更すること。 

ウ 事業実施にあたっては、善良なる管理者の注意をもって処理し、事業の

目的を達成するために効率的に運営すること。 

エ 受託者は、業務上知り得た情報を他に漏らしてはならない。事業終了後

も同様とする。 
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オ 受託者は、事業に係る収入及び支出の状況を明らかにした帳簿書類を整

備し、これを事業が完了した年度の翌年度から起算して５年間保存しなけ

ればならない。 

カ 本仕様書に定めのない事項又は本仕様書の内容に関して疑義を生じた

事項は、実行委員会と協議の上、対応すること。 

キ 成果物に関する権利の帰属 

（ア） 受託者は、本業務に係る記事、動画、写真等の成果物が第三者の所

有権、著作権、肖像権等を侵害しないよう留意すること。 

（イ） 受託者は、成果物に第三者が権利を有する著作物（以下「既存著作

物等」という。）が含まれる場合には、当該既存著作物等の使用に必

要な費用の負担及び使用許諾契約等に関わる一切の手続を行うこと。

ここでいう使用とは、契約期間終了後も、作成した成果物のアカウン

ト管理者を実行委員会とし、実行委員会及び埼玉県が自由に使用でき

ることを含む。なお、契約期間終了後に、期限を定めず使用する際に

要する費用は受託者の負担とする。ただし、成果物の仕様上、使用期

限が定まっている場合には、5 年間分の費用を受託者が負担すること

とする。本仕様に基づく作業に関し、第三者との間に著作権に係る権

利侵害の紛争の原因が専ら実行委員会及び埼玉県の責めに帰す場合

を除き、受託者の責任及び負担において一切を処理すること。 

（ウ） 本業務において作成した記事、動画、写真等の成果物の著作権（著

作権法第 21 条から第 28 条に定める全ての権利を含む。）及び所有

権は、実行委員会から受託者に対価が完済されたときに受託者から実

行委員会に移転するものとする。ただし、受託者又は第三者が従来か

ら権利を有している固有の知識、技術に関する権利等（以下「権利留

保物」という。）については、受託者又は当該第三者に留保するもの

とし、この場合、実行委員会及び埼玉県は権利留保物について当該権

利を非独占的に使用できることとする。 

（エ） 受託者は、実行委員会及び埼玉県に対し、一切の著作者人格権を行

使しないものとし、また、第三者をして行使させないものとする。 

（オ） 成果物は、実行委員会及び埼玉県が自由に二次利用（加工。ホーム

ページへの掲載等）できるものとする。 

（カ） 第三者への使用許諾は、埼玉県のｅスポーツの普及・裾野拡大に資
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し、適当と認められる場合に限り、実行委員会又は埼玉県が行うもの

とする。  

ク 個人情報の取得・保護・管理等 

（ア） 本業務を通じて取り扱う個人情報については、個人情報の保護に関

する法律（平成１５年法律第５７号）に基づき、適正に取り扱うこと。 

（イ） 受託者は、本業務に関わる者に対して、必要な個人情報の保護に関

する研修等を実施するなど認識を徹底すること。 

（ウ） 受託者は、本業務を履行する上で個人情報の漏えい等、安全確保の

上で問題となる事案を把握した場合には、直ちに被害の拡大防止等の

ため必要な措置を講ずるとともに、事案が発生した旨、被害状況、復

旧等の措置及び被害者への対応等について直ちに報告すること。 

 

６ 成果物 

  以下のとおり、成果物を電子媒体（ＣＤ－ＲもしくはＤＶＤ－Ｒ等）で、７

の連絡先に納入すること。 

⑴ 委託事業実績報告書 

⑵ オリジナルマップ・コースデータ 

⑶ イベント参加者へのアンケート集計結果・分析結果 

 ※ アンケートの内容は実行委員会及び本庄市の確認を得ること。 

⑷ そのほか、本事業を実施するために作成した資料 等 

 

７ 連絡先 

県民総合スポーツ大会埼玉県実行委員会事務局 

埼玉県 e スポーツイベント ２０２６担当（埼玉県スポーツ振興課内） 

〒330-9301 さいたま市浦和区高砂３－１５－１  

電 話：048-830-6945（直通） 

E-mail：a6940-03@pref.saitama.lg.jp 

mailto:a6940-03@pref.saitama.lg.jp
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（別紙） 

Ｅ会場について 

 

１ 課題 

 本庄市では、高齢者の増加に伴い、介護予防の取組が重要となっている。 

 また、市主催の講座や老人クラブの事業では、参加する高齢者が固定化され

つつあることや運動系の事業が多いことから、より多くの高齢者が参加できる

ように様々な取組が求められている。 

 

２ 課題を解決するための企画 

 運動に比べ身体的負担が少なく、誰でも気軽に参加することができるｅスポ

ーツを利用して反応速度や認知機能を楽しみながら向上する場を提供するイ

ベントとする。 

 

３ ターゲット 

 本庄市内に在住する高齢者 

 ※本庄市老人クラブ連合会会員約１００名の他、当日参加を含む。 

 

４ 会場 

 グローバルソフトウェア本庄文化ホール（本庄市民文化会館） 

 多目的ホールＢ 

 （有線ネットワークなし・屋内大型ビジョンなし） 

 

５ 提案を希望する事項 

 ⑴ イベント構成 

ア ｅスポーツ体験会 

 ｅスポーツ未経験者や初心者を対象とした、ｅスポーツ体験会を開催す

る。 

 体験者には、スタッフが操作方法やルールを丁寧に教えることで、イベ

ント終了後もｅスポーツをプレイしたいという気持ちを醸成する。 

 体験会タイトルは以下を参考に少なくとも３以上用意する。 

 ・グランツーリスモ 
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 ・パズルゲーム（ぷよぷよｅスポーツ、テトリス） 

 ・格闘ゲーム 

イ エキシビションマッチ 

 盛り上がりに適したタイトルを使用し、エキシビションマッチを開催す

る。 

 使用するタイトルはアで使用するものとし、参加者が十分に操作方法や

ルールを理解し、練習したうえで実施すること。 

 対戦で勝利した者等に副賞として賞品を用意すること。高齢者に喜ばれ

るものや記念になるものを検討すること。 

 イベント参加者の観覧用にスクリーン又は大型ディスプレイを用意す

ること。ただし、会場に備え付けてある大型ビジョンを使用することで代

用できる場合は、この限りではない。 

ウ その他 

（ア）高校生との連携 

 本庄市内の高等学校等に通う生徒たちが、学校や学年の垣根を越えて集

まり、市民や事業者等と連携して、まちに関わり、地域の魅力発信等を目

指す高校生プロジェクトとして「七高祭」がある。 

 高校生が高齢者に操作を教えるなど、高齢者が一緒に楽しむことのでき

るイベントを企画・実施すること。 

（イ）パネルの設置 

 ｅスポーツが社会課題を解決するために効果的な手段であることを示

すパネルを、具体的な事例を掲載して作成し、会場内で展示する。事例の

掲載にあたっては関係者と必要な調整を行うこと。 

⑵ 会場間の連携 

 イベントの様子を中継し、A～D 会場の大型ビジョンで放映してその効果

を説明・周知することで、社会課題解決の可能性を示す。 

 中継する内容については、本庄市及び実行委員会と協議の上、決定する。 

⑶ 出演者 

 会場におけるイベント全体の司会進行を行うためＭＣ（高齢者に馴染みの

あるタレントやアナウンサー）を起用すること。 

 ⑵の会場間の連携では、ＭＣが高齢者にインタビューするなど会場の様子

を伝達する役割を担うこと。 



16 

 

⑷ 会場装飾 

 ＭＣ席前面に設置するキービジュアルを掲載したボードを製作すること。

ボードには協賛企業の紹介を含めること。電子機器を活用して表示すること

も可能とする。 

 ＭＣバックボードを製作すること。会場のデジタルサイネージへの表示に

代えることも可能とする。 

 

６．その他 

 イベント共通の事項については、「埼玉県 e スポーツイベント２０２６運営

業務委託仕様書」を参照すること。 

 

以上 


